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(百万円未満切捨て)

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 3,006 7.9 △232 ― △227 ― △295 ―
2021年３月期第３四半期 2,787 14.1 △14 ― △6 ― △10 ―

(注) 包括利益 2022年３月期第３四半期 △295百万円( ―％) 2021年３月期第３四半期 △10百万円( ―％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 △18.87 ―

2021年３月期第３四半期 △0.66 ―
　

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失で
あるため、記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 3,117 1,564 50.2

2021年３月期 3,433 1,837 53.5

(参考) 自己資本 2022年３月期第３四半期 1,564百万円 2021年３月期 1,837百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

2022年３月期 ― 0.00 ―

2022年３月期(予想) 0.00 0.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

流通総額 売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,691 15.0 3,902 0.9 △370 ― △363 ― △452 ― △28.87

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記

事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期３Ｑ 15,740,644株 2021年３月期 15,650,000株

② 期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 37株 2021年３月期 37株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 15,668,486株 2021年３月期３Ｑ 15,535,335株

　
　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社が約する趣旨のものではありません。

　また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業

績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料Ｐ.３「１.当四半期決算に関する定性的情報

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、ワクチン接種の全国的な進展などの社会的な対応が進み、全国

的な緊急事態宣言が解除されたものの、新型コロナウイルス感染症による影響が継続しており、依然として先行き不

透明な状況が続いております。

　当社グループを取り巻く事業環境につきましても、新型コロナウイルス感染症の影響を受け変容しております。

2021年９月に当社グループが実施した「新・フリーランス実態調査2021-2022年版」（注１）によると、広義のフリー

ランス（注２）人口は1,577万人にのぼり、経済規模は23.8兆円となりました。新しい働き方を実践する人が増加しさ

らに継続している背景として、在宅勤務により隙間時間を活用する人が拡大したことや、働き方を見直し独立をした

人が増えたためと推察しております。日本国民のワクチン接種率は上昇傾向にありますが、在宅勤務推奨を続ける企

業は多く、このような新しい働き方が日本に定着していくことが考えられます。

　当社グループはこのような環境において「個のエンパワーメント」をミッション、「すべてのビジネスを『ランサ

ーの力』で前進させる」、「誰もが自分らしく才能を発揮し、『誰かのプロ』になれる社会をつくる」をクライアン

ト及びランサー向けの新ビジョンとして掲げ、企業とフリーランスをマッチングさせる仕事のプラットフォームの運

営により、双方の新しい働き方を支援しております。オンライン上で企業と個人が直接マッチングするサービスであ

る「Lancers」、「Lancers」での直接依頼が困難なクライアントや大量・複雑な案件を一括で依頼（発注）したいク

ライアントに対して、当社グループが直接依頼（発注）を引き受ける法人向けのサービスである「Lancers

Outsourcing」、クライアントのエンジニア、デザイナー、マーケター等の求人ニーズに対応して、フリーランス人材

をエージェントを介して紹介するサービスである「Lancers Agent」、クライアントによるBPOニーズもしくは定額で

の業務委託ニーズに対応して、当社グループが厳選したフリーランスチームに一括で依頼（発注）していただけるサ

ービスである「Lancers Assistant」及び、教えたい人と学びたい人を繋ぐオンラインメンターサービス「MENTA」等

を運営し、堅調に事業を拡大しております。またフリーランス市場が拡大する中、様々なニーズに対応するために新

サービスとして、ビジネス領域に特化した国内最大級のスキルシェア「Lancers」のパッケージ方式を2021年11月にフ

ルリニューアルしており、流通総額創出へ寄与しております。

　当第３四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルス感染症の新規感染者の一時的な収まりに伴うクライア

ントの経済活動再開により、集約前の主力事業セグメントであるマーケットプレイス事業、テックエージェント事業

の動向に変化が生じております。マーケットプレイス事業の流通総額は前年同期比22％増で着地したものの、クライ

アントの経済活動の正常化により新規クライアントの獲得数がやや減少しております。一方でテックエージェント事

業については、IT人材需要が戻り、前年同期比10％増と成長が加速しました。またマネージドサービス事業について

は、受託型サービス撤退に向け、事業構造転換が進行中です。さらに中期的な当社グループの成長加速に向けて、今

期はマーケットプレイス事業に集中投資をしており、その投資については順調に進捗しております。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は3,006,706千円（前年同期比7.9％増）となり、営業損失

は232,601千円（前年同期は営業損失14,034千円）、経常損失は227,918千円（前年同期は経常損失6,258千円）、親会

社株主に帰属する四半期純損失は295,671千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失10,242千円）となりま

した。

　なお、当社グループはプラットフォーム事業の単一セグメントのため、セグメントごとの記載はしておりません。

（注１）「新・フリーランス実態調査2021-2022年版」は、当社グループが株式会社マクロミルに依頼した、過去12か

月に仕事の対価として報酬を得た全国の20歳以上の成人男女を対象にして2021年９月から10月にかけて実施

した調査であり、3,094人から回答を得てまとめたものです。

（注２）「広義のフリーランス」とは、特定の会社に属さずに報酬を得ている「専業フリーランス」に加え、専業フ

リーランスではないが直近１年間にフリーランスとしての報酬を得たことがある人（副業をしている一般の

会社員等）を含んだグループを示します。「新・フリーランス実態調査2021-2022年版」ではフリーランス

を①副業系すきまワーカー、②複業系パラレルワーカー、③自由業系フリーワーカー、④自営業系独立オー

ナーの４つに分類しており、広義のフリーランスにはこの４タイプのフリーランスが含まれます。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産につきましては、前連結会計年度末と比較して316,185千円減少し、

3,117,155千円となりました。これは主に、流動資産において現金及び預金が307,297千円、売掛金が54,180千円減少

したこと等によるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債につきましては、前連結会計年度末と比較して43,433千円減少し、

1,552,634千円となりました。これは主に、流動負債において買掛金が30,079千円、未払消費税等が38,160千円減少し

たこと等によるものです。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産につきましては、前連結会計年度末と比較して272,751千円減少し、

1,564,521千円となりました。これは主に、譲渡制限付株式報酬としての新株式発行により資本金及び資本剰余金がそ

れぞれ3,443千円、また新株予約権の行使により資本金及び資本剰余金がそれぞれ7,140千円増加したものの、親会社

株主に帰属する四半期純損失を295,671千円計上したこと等によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の連結業績予想につきましては、2021年５月13日に公表した内容から変更はありません。なお、当該

業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づき作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因によって異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,037,903 1,730,606

売掛金 436,894 382,714

有価証券 10,951 ―

仕掛品 9,541 11,438

前払費用 36,431 55,716

未収入金 241,012 211,049

その他 90,388 57,764

貸倒引当金 △17,528 △23,535

流動資産合計 2,845,597 2,425,753

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 10,149 8,441

工具、器具及び備品（純額） 3,866 1,386

有形固定資産合計 14,015 9,828

無形固定資産

ソフトウエア 53,043 99,615

ソフトウエア仮勘定 44,329 117,422

のれん 427,236 390,456

無形固定資産合計 524,609 607,494

投資その他の資産

投資有価証券 ― 10,951

敷金及び保証金 39,074 38,194

繰延税金資産 10,044 24,932

その他 1,515 1,065

貸倒引当金 △1,515 △1,065

投資その他の資産合計 49,118 74,079

固定資産合計 587,743 691,401

資産合計 3,433,341 3,117,155
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 205,321 175,242

未払金 347,423 395,482

未払費用 81,031 108,696

未払法人税等 11,913 11,632

未払消費税等 47,315 9,155

預り金 800,599 803,103

賞与引当金 51,735 30,184

その他 46,727 17,137

流動負債合計 1,592,067 1,550,634

固定負債

長期未払金 4,000 2,000

固定負債合計 4,000 2,000

負債合計 1,596,067 1,552,634

純資産の部

株主資本

資本金 97,851 59,633

資本剰余金 1,719,431 1,778,816

利益剰余金 20,662 △273,892

自己株式 △36 △36

株主資本合計 1,837,909 1,564,521

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 △635 ―

その他の包括利益累計額合計 △635 ―

純資産合計 1,837,273 1,564,521

負債純資産合計 3,433,341 3,117,155
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 2,787,071 3,006,706

売上原価 1,403,838 1,524,843

売上総利益 1,383,232 1,481,863

販売費及び一般管理費 1,397,267 1,714,465

営業損失（△） △14,034 △232,601

営業外収益

営業債務消滅益 4,098 4,723

助成金収入 3,420 ―

その他 737 1,991

営業外収益合計 8,255 6,714

営業外費用

控除対象外消費税等 ― 1,197

その他 479 833

営業外費用合計 479 2,031

経常損失（△） △6,258 △227,918

特別損失

解約違約金 ― 65,252

特別損失合計 ― 65,252

税金等調整前四半期純損失（△） △6,258 △293,171

法人税、住民税及び事業税 8,701 17,389

法人税等調整額 △4,717 △14,888

法人税等合計 3,983 2,500

四半期純損失（△） △10,242 △295,671

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △10,242 △295,671
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純損失（△） △10,242 △295,671

その他の包括利益

為替換算調整勘定 △11 635

その他の包括利益合計 △11 635

四半期包括利益 △10,253 △295,036

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △10,253 △295,036
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、2021年６月28日開催の定時株主総会の決議に基づき、2021年８月２日付で減資の効力が発生し、資本

金が48,801千円、資本準備金が48,801千円それぞれ減少し、この減少額全額をその他資本剰余金へ振り替えまし

た。

　また、2021年７月28日を払込期日とする譲渡制限付株式報酬としての新株式発行により、資本金が3,443千円、

資本剰余金が3,443千円それぞれ増加しております。

さらに、新株予約権の行使により資本金が7,140千円、資本剰余金が7,140千円それぞれ増加しております。

　これらの結果、当第３四半期連結会計期間末において資本金が59,633千円、資本剰余金が1,778,816千円となっ

ております。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該

財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

なお、収益認識会計基準等の適用による損益及びセグメント情報に与える影響はありません。

また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに

従っておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号2020年３月31日）第28-15項に定める経過的

な取扱いに従って、前第３四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載してお

りません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、プラットフォーム事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　


